
Cisco UCS Manager でのネットワークオブ
ジェクトの設定

• Cisco UCSMとMicrosoft SCVMMのワークフローについて, 1 ページ

• Hyper-Vホストのサービスプロファイルのネットワーク設定, 2 ページ

• VLANの設定, 3 ページ

• IPプールの設定, 3 ページ

• ファブリックネットワークの設定, 4 ページ

• ネットワークサイトの設定, 5 ページ

• ネットワークセグメントの設定, 5 ページ

• ネットワークセグメントへの VMネットワークの関連付け, 6 ページ

• SCVMMプロバイダーの作成, 7 ページ

• 論理スイッチの設定, 7 ページ

• アップリンクポートプロファイルの設定, 8 ページ

• 仮想ポートプロファイルの作成, 9 ページ

• プロファイルクライアントの作成, 9 ページ

Cisco UCSM と Microsoft SCVMM のワークフローについて
Cisco UCSMとMicrosoft SCVMMを使用したワークフローについて

1 Hyper-Vホストのサービスプロファイルのネットワーク設定を行います。
2 VLANと IPプールを設定します。
3 ファブリックネットワークセット、ファブリックネットワーク、ネットワークサイト、ネッ

トワークセグメントを設定します。

4 ネットワークセグメントに VMネットワークを関連付けます。
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5 Microsoft SCVMMプロバイダーを作成します。
6 論理スイッチを作成します。

7 アップリンクポートプロファイル（UPP）を設定します。
8 仮想ポートプロファイル（VPP）を作成します（Microsoft用のポート分類など）。
9 仮想ポートプロファイル（VPP）のポートプロファイルクライアントを作成し、Microsoft

SCVMMプロバイダーに作成された論理スイッチを選択します。
10 SCVMMに Cisco UCSプロバイダープラグインをインストールします。
11 プロバイダーにネットワークサービスインスタンスを作成します。プロバイダーはCiscoUCSM
からすべてのネットワーク定義を取得します。ユーザは定期的アップデートのポーリングをス

ケジュールできます。

12 SCVMMに論理スイッチを作成するために、[Enable single root I/O virtualization (SR-IOV)]チェッ
クボックスをオンにして、Cisco UCSMの論理スイッチを拡張として追加します。適切なアッ
プリンクポートプロファイルと仮想ポートプロファイルを選択します。

13 VMネットワークを SCVMMに作成し、ドロップダウンリストからネットワークセグメント
を選択します。

14 SCVMMに Hyper-Vホストを接続します。
15 Hyper-Vホストに論理スイッチを展開します。
16 SCVMMにVMインスタンスを作成します。VMネットワークとポート分類にVMNICを割り
当てます。

17 VMに電源を入れ、VMに eNICドライバをロードします。eNICドライバは、 Cisco UCSファ
ブリックインターコネクト（FI）とのネットワークリンクを確立するようになりました。FI
は、割り当てられたポートプロファイルごとにポートの分類を適用します。

18 Cisco UCSM GUIで VM vNICを確認します。

Hyper-V ホストのサービスプロファイルのネットワーク
設定

Cisco UCSクラスタで使用する Hyper-Vホストの前提条件として、まず、サービスプロファイル
のネットワーク設定を行います。GUIの [Modify vNIC]ウィンドウで、スタティック vNICに対す
るダイナミック vNIC接続ポリシーを設定します。

• [Adapter Performance Profile]パネルで、スタティック vNICの [SRIOV]アダプタポリシーを
選択します。

• [Connection Policies]パネルで、使用する 1つ以上のスタティック vNICに対する [Dynamic
vNIC]接続ポリシーを選択します。

• [Connection Policies]パネルで、[Add]をクリックしてダイナミック vNIC接続ポリシーを作成
します。新しいウィンドウが開きます。

•ダイナミック vNICのアダプタポリシーとして [windows]を選択します。

•ダイナミック vNICの数を指定します。

• [OK]をクリックします。
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このセクションで説明している手順を完了すると、vNICで SR-IOVが有効になります。ポリシー
の設定の詳細については、ポリシーの設定を参照してください。

VM-FEX設定のサービスプロファイルには、VM-FEX用と、SCVMMとの通信用に、ここで
作成された 2つ以上の eNICが必要です。SRIOVを実装し、SCVMMと会話するサービスプロ
ファイルに eNICが 1しかない場合、論理スイッチが eNICに導入されると設定が機能しなく
なります。

（注）

VLAN の設定
VLANの作成方法について詳しくは、使用するCiscoUCSMのバージョンに対応したGUIコンフィ
ギュレーションガイドを参照してください。

IP プールの設定
[VM]タブを使用して、 IPプールを設定できます。

IPプールはMicrosoft SCVMMで使用されるもので、Cisco UCSMでは使用されません。（注）

ステップ 1 [Navigation]ペインで [VM]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [Fabric Network Sets]の順に展開します。
ステップ 3 [IP Pools]を右クリックし、[Create IP Pool]オプションを選択します。

[Create IP Pool]ウィンドウが表示されます。
ステップ 4 [Define Name and Description]パネルで、IPプールの名前を入力します。
ステップ 5 （任意） IPプールの説明を入力します。
ステップ 6 [NetBiosMode]フィールドで、IPプール用にNetBiosモードをイネーブルする場合には [Active]を選択し、

NetBiosモードをイネーブルしない場合には [Not-Active]を選択します。
ステップ 7 [Supports DHCP]フィールドで、DHCP IPアドレスをDHCPサーバから取得する場合には [Supported]を選

択し、スタティック IPプールを取得する場合には [Not supported]を選択します。
ステップ 8 [Next]をクリックします。
ステップ 9 [Create IP Pool]ウィンドウで、IPプールの有効な DNSサフィックスを追加するには、[Add]を選択しま

す。

ステップ 10 [OK]をクリックします。
ステップ 11 [Next]をクリックします。
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[IPV4 WINS Servers]ウィンドウが表示されます。
ステップ 12 [IPV4 WINS Servers]フィールドに、WINSサーバの有効な IPアドレスを追加します。
ステップ 13 [Next]をクリックします。

[Add IPV4 Blocks]ウィンドウが表示されます。
ステップ 14 [Add]をクリックします。

[Create Block of IPV4 Addresses]ウィンドウが開きます。

IPv4と IPv6の両方がプールサポートされますが、それらが同時に共存することはできません。
IPアドレスの複数のブロックはサポートされません。

（注）

ステップ 15 [From]フィールドに、有効な IPアドレスを入力します。
ステップ 16 [Size]フィールドに、ブロックのサイズを入力します。
ステップ 17 [Subnet Mask]フィールドに、有効な IPアドレスを入力します。
ステップ 18 [Default Gateway]フィールドに、有効な IPアドレスを入力します。
ステップ 19 [Subnet Mask]フィールドに、有効な IPアドレスを入力します。
ステップ 20 （任意） [Primary DNS]および [Secondary DNS]フィールドに、有効な IPアドレスを入力します。
ステップ 21 [Add IPV4 Blocks]ウィンドウで [OK]をクリックします。
ステップ 22 [Create a Block of IPV4 Addresses]ウィンドウで、[Next]をクリックします。
ステップ 23 [Finish]をクリックします。

[Create IP Pool]メッセージウィンドウによって、IPプールが正常に作成されたこが示されます。
ステップ 24 メッセージウィンドウで [OK]をクリックします。

設定した IPプールが Cisco UCSM GUIに表示されます。

ファブリックネットワークの設定
[VM]タブを使用して、ファブリックネットワークを設定します。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [VM]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [Fabric Network Sets]の順に展開します。
ステップ 3 左側のパネルで、[Fabric Networks]を右クリックし、[Create Fabric Network]を選択します。

[Create Fabric Network]ウィンドウが表示されます。
ステップ 4 ファブリックネットワークの名前を入力します。

ステップ 5 （任意） ファブリックネットワークの説明を入力します。

ステップ 6 [Next]をクリックします。
ステップ 7 [Finish]をクリックします。
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ネットワークサイトの設定
[VM]タブを使用してネットワークサイトを設定できます。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [VM]をクリックします。

ステップ 2 [All] > [Fabric Network Sets]の順に展開します。
ステップ 3 [Fabric Networks]を右クリックします。[Network Sites]パネルで [Add]をクリックします。[Add a Network

Site]ウィンドウが表示されます。
ステップ 4 [Name]フィールドにネットワークサイトの名前を入力します。
ステップ 5 （任意） [Description]フィールドにネットワークサイトの説明を入力します。
ステップ 6 [Network Segment]のペインで、ネットワークサイトにネットワークセグメントを関連付けるには、[Add]

をクリックします。

ネットワークサイトには多数のネットワークセグメントを設定できます。ネットワークサイトには、標

準と独立の両方の VLANを備えたネットワークセグメントも含めることができます。あるネットワーク
セグメントに独立 VLANがある場合、同じネットワークサイトに属する別のネットワークセグメントは
独立 VLANを備えることができません。

ステップ 7 [OK]をクリックします。
ネットワークサイトが Cisco UCSM GUIに表示されます。

ネットワークセグメントの設定
[VM]タブでネットワークセグメントを設定できます。

ステップ 1 [Create Fabric Network]ウィンドウで、[Add]をクリックしてから [Network Segment]メニューオプション
を選択します。

[Add a Network Segment]ウィンドウが表示されます。
ステップ 2 ネットワークセグメントの名前を入力します。

ステップ 3 （任意） ネットワークセグメントの説明を入力します。

ステップ 4 ネットワークセグメントの最大ポート数を入力します。

ステップ 5 ドロップダウンリストからネットワークセグメントに VLANを追加します。
Microsoft SCVMMの制約上、ネットワークセグメントごとに 1つの VLANと 1つ IPプールのみを選択で
きます。

ステップ 6 ドロップダウンリストからネットワークセグメントの IPプールを選択します。
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ネットワークセグメントが仮想マシンに割り当てられている場合、ネットワークセグメントの

IPプールの属性を変更すると、SCVMMに悪影響が及ぶことがあります。このオブジェクトを
変更する前に、仮想マシン（電源が入っていない仮想マシンも含む）で使用されていないこと

を確認してください。

（注）

ステップ 7 [OK]をクリックします。

ネットワークセグメントへの VM ネットワークの関連付
け

[VM]タブを使用して、 VMネットワークをネットワークセグメントに関連付けることができま
す。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [VM]をクリックします。

ステップ 2 [All]ノードの順に展開します。
ステップ 3 [VM Networks]を右クリックし、[Create Virtual Network]オプションを選択します。

[Create Virtual Network]ウィンドウが表示されます。
ステップ 4 [Name]フィールドに、仮想ネットワークの名前を入力します。
ステップ 5 （任意） [Description]フィールドに、 VMネットワークの説明を入力します。
ステップ 6 VMネットワークの関連付け先となるネットワークセグメントが含まれているファブリックネットワー

クを選択します。

ステップ 7 ネットワークセグメントを選択します。SCVMMの制約上、VMネットワークは 1つのネットワークセ
グメントにのみ関連付けることができます。

VMネットワークのネットワークセグメント属性と論理ネットワーク属性が仮想マシンに割り
当てられている場合、それらを変更すると SCVMMに悪影響が及ぶことがあります。これらの
オブジェクトを変更する前に、ネットワークセグメントと論理ネットワーク属性が VM（電源
を切った VMを含む）で使用されていないことを確認する必要があります。

（注）

ステップ 8 [OK]をクリックします。
VMネットワークが [Cisco UCS Manager GUI]ウィンドウに表示されます。
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SCVMM プロバイダーの作成
[VM]タブを使用して、 SCVMMプロバイダーを作成できます。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [VM]をクリックします。

ステップ 2 [All]ノードの順に展開します。
ステップ 3 [Microsoft]を右クリックします。
ステップ 4 [Add SCVMM Connection]を選択します。
ステップ 5 [Name]フィールドに、SCVMMプロバイダーの名前を入力します。
ステップ 6 （任意） [Description]フィールドに、SCVMMプロバイダーの説明を入力します。
ステップ 7 [IP Address]フィールドにサーバの IPアドレスを入力します。フィールドにDNSホスト名を入力すること

はできません。

ステップ 8 [OK]をクリックします。

論理スイッチの設定
[VM]タブを使用して、論理スイッチを設定できます。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [VM]をクリックします。

ステップ 2 [All]ノードの順に展開します。
ステップ 3 [Microsoft]で SCVMMプロバイダーインスタンスを右クリックし、[Create Logical Switch]オプションを選

択します。

[Create Logical Switch]ウィンドウが表示されます。
ステップ 4 [Name]フィールドに、論理スイッチ名を入力します。
ステップ 5 （任意） [Description]フィールドに、論理スイッチの説明を入力します。
ステップ 6 [Create Logical Switch]ウィンドウで [OK]をクリックします。

論理スイッチが正常に作成されたことがメッセージウィンドウに示されます。新たに作成された論理ス

イッチが Cisco UCSM GUIに表示されます。
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アップリンクポートプロファイルの設定
[VM]タブを使用して、アップリンクポートプロファイルを設定できます。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [VM]をクリックします。

ステップ 2 [All]ノードの順に展開します。
ステップ 3 [Microsoft] > [SCVMM]で既存の論理スイッチインスタンスを右クリックし、[Create an Uplink Port Profile]

をクリックします。

ステップ 4 [Create Uplink Port Profiles]ウィンドウで、アップリンクポートプロファイルの名前を入力します。
ステップ 5 （任意） [Description]フィールドに、アップリンクポートプロファイルの説明を入力します。
ステップ 6 アップリンクポートにネットワークサイトを追加します。

ネットワークサイトが VMに割り当てられている場合、アップリンクポートのネットワーク
サイトを追加または削除すると、SCVMMに悪影響が生じることがあります。このオブジェク
トを変更する前に、このオブジェクトが VM（電源を切った VMを含む）によって使用されて
いないことを確認する必要があります。

（注）

ステップ 7 [OK]をクリックします。
これで、Cisco UCSM GUIで SCVMMプロバイダーと論理スイッチ設定を表示できるようになりました。
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仮想ポートプロファイルの作成
[VM]タブを使用して仮想ポートプロファイルを作成できます。

ステップ 1 [Navigation]ペインで [VM]をクリックします。

ステップ 2 [All]ノードの順に展開します。
ステップ 3 [Port Profiles]をクリックします。
ステップ 4 [Add]をクリックします。
ステップ 5 [Name]フィールドに、ポートプロファイルの名前を入力します。
ステップ 6 （任意） [Description]フィールドに、ポートプロファイルの説明を入力します。
ステップ 7 （任意） ドロップダウンリストから、 [QoS policy]を選択します。
ステップ 8 （任意） ドロップダウンリストから、[Network Control policy]を選択します。
ステップ 9 ポートプロファイルの最大ポート数を入力します。

ステップ 10 [Host Network IO performance]フィールドで、[None]をクリックします。[Host Network IO performance]モー
ドは SR-IOVではサポートされません。

ステップ 11 （任意） ドロップダウンリストから、[Pin Group]を選択します。
ステップ 12 Microsoft Hyper-Vの [Type]として [SLA Only]を設定します。

ポートプロファイルの作成時に、タイプとして [SLAOnly]を設定すると、そのポートプロファ
イルは仮想ポートプロファイルになります。[SLAOnly]ポートプロファイルに対してVLANは
選択できません。

（注）

ステップ 13 [OK]をクリックします。

プロファイルクライアントの作成
[Create ProfileClient]ウィンドウを使用して、ポートプロファイルクライアントを作成できます。
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手順の概要

1. [Navigation]ペインで [VM]をクリックします。
2. [All]ノードの順に展開します。
3. [Port Profiles]をクリックします。
4. ポートプロファイルを選択します。
5. ポートプロファイルを右クリックし、[Create Port Profile Client]オプションを選択します。
6. [Name]フィールドに、ポートプロファイルクライアントの名前を入力します。
7. （任意） [Description]フィールドに、ポートプロファイルクライアントの説明を入力します。
8. [Distributed Virtual Switch]フィールドで論理スイッチを選択します。このフィールドでは、特
定の論理スイッチまたはすべての論理スイッチを選択することができます。選択した論理ス

イッチの設定は、[Microsoft] -> [SCVMM provider] -> [Logical switch]で行います。
9. [OK]をクリックします。

手順の詳細

ステップ 1 [Navigation]ペインで [VM]をクリックします。

ステップ 2 [All]ノードの順に展開します。
ステップ 3 [Port Profiles]をクリックします。
ステップ 4 ポートプロファイルを選択します。

ステップ 5 ポートプロファイルを右クリックし、[Create Port Profile Client]オプションを選択します。
[Create Profile Client]ウィンドウが表示されます。

ステップ 6 [Name]フィールドに、ポートプロファイルクライアントの名前を入力します。
ステップ 7 （任意） [Description]フィールドに、ポートプロファイルクライアントの説明を入力します。
ステップ 8 [Distributed Virtual Switch]フィールドで論理スイッチを選択します。このフィールドでは、特定の論理ス

イッチまたはすべての論理スイッチを選択することができます。選択した論理スイッチの設定は、[Microsoft]
-> [SCVMM provider] -> [Logical switch]で行います。

ステップ 9 [OK]をクリックします。
プロファイルクライアントが正常に作成されたことがメッセージウィンドウに表示されます。プロファ

イルクライアントが論理スイッチに接続されます。
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